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大
沢
秀
介
教
授
略
歴

Ⅰ　

学　

歴

一
九
五
二
年　

四
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
都
に
生
ま
れ
る

一
九
七
一
年　

四
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
政
治
学
科
入
学

一
九
七
五
年　

三
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
政
治
学
科
卒
業

一
九
七
五
年　

四
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
入
学

一
九
七
七
年　

三
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了

一
九
七
七
年　

四
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
課
程
入
学

一
九
八
〇
年　

三
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学

一
九
八
二
年　

五
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
修
士
課
程
修
了
（LL.M

.

）

一
九
八
八
年　

二
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

慶
應
義
塾
大
学
よ
り
法
学
博
士
号
を
取
得
（
学
位
論
文
「
公
共
訴
訟
の
研
究
」）

Ⅱ　

職　

歴

一
九
七
七
年　

四
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
助
手
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一
九
八
〇
年　

四
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
専
任
講
師

一
九
八
四
年　

四
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
助
教
授

一
九
八
九
年　

四
月
│
現
在　
　
　
　
　
　
　
　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

一
九
九
〇
年　

四
月
│
現
在　
　
　
　
　
　
　
　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
委
員

一
九
九
二
年　

四
月
│
二
〇
〇
六
年　

三
月　
　

港
区
個
人
情
報
保
護
運
営
審
議
会
委
員

一
九
九
九
年　

一
月
│
二
〇
〇
〇
年
一
二
月　
　

港
区
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
委
員

一
九
九
九
年　

二
月
│
一
九
九
九
年　

七
月　
　

自
治
省
「
首
長
の
多
選
の
見
直
し
問
題
に
関
す
る
調
査
研
究
会
」
座
長

二
〇
〇
〇
年　

一
月
│
二
〇
〇
七
年
一
二
月　
　

法
務
省
司
法
試
験
管
理
委
員
会
考
査
委
員

二
〇
〇
二
年　

四
月
│
二
〇
〇
三
年　

三
月　
　

参
議
院
客
員
調
査
員

二
〇
〇
七
年　

四
月
│
二
〇
一
三
年　

三
月　
　

警
察
大
学
校
専
門
講
師

二
〇
〇
四
年　

四
月
│
二
〇
一
三
年　

三
月　
　

慶
應
義
塾
大
学
法
科
大
学
院
教
授
兼
任

二
〇
〇
八
年　

二
月
│
二
〇
一
一
年　

六
月　
　

人
事
院
国
家
公
務
員
採
用
総
合
職
試
験
専
門
委
員

二
〇
一
〇
年　

四
月
│
現
在　
　
　
　
　
　
　
　

武
蔵
野
大
学
客
員
教
授

二
〇
一
一
年
一
二
月
│
二
〇
一
六
年　

七
月　
　

人
事
院
国
家
公
務
員
採
用
総
合
職
試
験
専
門
委
員

二
〇
一
二
年
一
一
月
│
二
〇
一
六
年
一
〇
月　
　

慶
應
義
塾
評
議
員

Ⅲ　

学
会
活
動

１　

所
属
学
会

　

日
本
公
法
学
会

　

全
国
憲
法
研
究
会
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比
較
憲
法
学
会

　

日
米
法
学
会

　

ア
メ
リ
カ
学
会

　

日
本
政
治
学
会

２　

委
員
歴

二
〇
〇
五
年
│
二
〇
一
六
年　
　

日
本
公
法
学
会
理
事

二
〇
〇
五
年
│
現
在　
　
　
　
　

比
較
憲
法
学
会
理
事

二
〇
〇
七
年
│
現
在　
　
　
　
　

日
米
法
学
会
理
事
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大
沢
秀
介
教
授
主
要
業
績

【
著
書
・
共
編
著
】

１　

単　

著

『
現
代
ア
メ
リ
カ
社
会
と
司
法
│
公
共
訴
訟
を
め
ぐ
っ
て
』 

慶
應
通
信
、
一
九
八
七
年
一
月

『
現
代
型
訴
訟
の
日
米
比
較
』 

弘
文
堂
、
一
九
八
八
年
六
月

『
ア
メ
リ
カ
の
政
治
と
憲
法
』 

芦
書
房
、
一
九
九
二
年
六
月

『
憲
法
Ⅱ
講
義
ノ
ー
ト
』 

成
文
堂
、
一
九
九
二
年
七
月

『
憲
法
Ⅱ
講
義
ノ
ー
ト
（
改
訂
版
）』 

成
文
堂
、
一
九
九
五
年
四
月

『
憲
法
Ⅰ
講
義
ノ
ー
ト
』 

成
文
堂
、
一
九
九
五
年
八
月

『
憲
法
入
門
』 

成
文
堂
、
一
九
九
八
年
五
月

『
憲
法
入
門
（
補
訂
版
）』 

成
文
堂
、
二
〇
〇
〇
年
三
月

『
ア
メ
リ
カ
の
司
法
と
政
治
講
義
ノ
ー
ト
』 

成
文
堂
、
二
〇
〇
三
年
六
月

『
憲
法
入
門
（
第
三
版
）』 

成
文
堂
、
二
〇
〇
三
年
一
一
月

『
司
法
に
よ
る
憲
法
価
値
の
実
現
』 

有
斐
閣
、
二
〇
一
一
年
一
一
月

『
ア
メ
リ
カ
の
司
法
と
政
治
』 

成
文
堂
、
二
〇
一
六
年
九
月



大沢秀介教授略歴・主要業績

537

２　

共　

著

初
宿
正
典
、
大
沢
秀
介
、
高
橋
正
俊
、
常
本
照
樹
、
髙
井
裕
之
共
著
『
目
で
見
る
憲
法
』 

有
斐
閣
、
一
九
九
九
年
三
月

初
宿
正
典
、
大
沢
秀
介
、
高
橋
正
俊
、
常
本
照
樹
、
髙
井
裕
之
共
著
『
目
で
見
る
憲
法
（
第
二
版
）』 

有
斐
閣
、
二
〇
〇
三
年
三
月

赤
坂
正
浩
、
井
上
典
之
、
大
沢
秀
介
、
工
藤
達
朗
共
著
『
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ッ
プ
憲
法
』 

有
斐
閣
、
二
〇
〇
五
年
五
月

笹
田
栄
司
、
井
上
典
之
、
大
沢
秀
介
、
工
藤
達
朗
共
著
『
ケ
ー
ス
で
考
え
る
憲
法
入
門
』 

有
斐
閣
、
二
〇
〇
六
年
五
月

初
宿
正
典
、
大
沢
秀
介
、
高
橋
正
俊
、
常
本
照
樹
、
髙
井
裕
之
共
著
『
目
で
見
る
憲
法
（
第
三
版
）』 

有
斐
閣
、
二
〇
〇
七
年
四
月

渋
谷
秀
樹
、
大
沢
秀
介
、
渡
辺
康
行
、
松
本
和
彦
共
著
『
憲
法
事
例
演
習
教
材
』 

有
斐
閣
、
二
〇
〇
九
年
一
二
月

初
宿
正
典
、
大
沢
秀
介
、
高
橋
正
俊
、
常
本
照
樹
、
髙
井
裕
之
共
著
『
目
で
見
る
憲
法
（
第
四
版
）』 

有
斐
閣
、
二
〇
一
一
年
一
二
月

３　

編　

著

久
保
文
明
、
草
野
厚
、
大
沢
秀
介
編
著
『
現
代
ア
メ
リ
カ
政
治
の
変
容
』 

勁
草
書
房
、
一
九
九
九
年
一
二
月

大
沢
秀
介
編
著
『
は
じ
め
て
の
憲
法
』 

成
文
堂
、
二
〇
〇
三
年
三
月

大
沢
秀
介
、
小
山
剛
編
著
『
市
民
生
活
の
自
由
と
安
全
│
各
国
の
テ
ロ
対
策
法
制
』 

成
文
堂
、
二
〇
〇
六
年
四
月

大
沢
秀
介
、
小
山
剛
編
著
『
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
憲
法
│
憲
法
裁
判
の
影
響
を
中
心
に
』 

勁
草
書
房
、
二
〇
〇
六
年
九
月

大
沢
秀
介
編
著
『
判
例
ラ
イ
ン　

憲
法
』 

成
文
堂
、
二
〇
〇
七
年
一
〇
月

大
沢
秀
介
編
著
『
確
認
憲
法
用
語
３
０
０
』 

成
文
堂
、
二
〇
〇
八
年
一
月

大
石
眞
、
大
沢
秀
介
編
著
『
判
例
憲
法
』 

有
斐
閣
、
二
〇
〇
九
年
五
月

大
沢
秀
介
、
小
山
剛
編
著
『
自
由
と
安
全
│
各
国
の
理
論
と
実
務
』 

尚
学
社
、
二
〇
〇
九
年
八
月

大
沢
秀
介
、
葛
西
ま
ゆ
こ
、
大
林
啓
吾
編
著
『
憲
法.com

』 

成
文
堂
、
二
〇
一
〇
年
七
月

大
沢
秀
介
編
著
『
判
例
ラ
イ
ン　

憲
法
（
第
二
版
）』 

成
文
堂
、
二
〇
一
一
年
三
月
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大
石
眞
、
大
沢
秀
介
編
著
『
判
例
憲
法
（
第
二
版
）』 

有
斐
閣
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月

大
沢
秀
介
、
大
林
啓
吾
編
著
『
ア
メ
リ
カ
憲
法
判
例
の
物
語
』 

成
文
堂
、
二
〇
一
四
年
五
月

大
沢
秀
介
編
著
『
フ
ラ
ッ
ト
化
社
会
に
お
け
る
自
由
と
安
全
』 

成
文
堂
、
二
〇
一
四
年
九
月

大
沢
秀
介
、
大
林
啓
吾
編
著
『
確
認
憲
法
用
語
』 

成
文
堂
、
二
〇
一
四
年
一
二
月

大
石
眞
、
大
沢
秀
介
編
著
『
判
例
憲
法
（
第
三
版
）』 

有
斐
閣
、
二
〇
一
六
年
三
月

大
沢
秀
介
、
大
林
啓
吾
編
著
『
判
例
ア
シ
ス
ト
憲
法
』 

成
文
堂
、
二
〇
一
六
年
三
月

川
﨑
政
司
、
大
沢
秀
介
編
著
『
現
代
統
治
構
造
の
動
態
と
展
望
│
法
形
成
を
め
ぐ
る
政
治
と
法
』 

尚
学
社
、
二
〇
一
六
年
一
一
月

大
沢
秀
介
、
大
林
啓
吾
編
著
『
ア
メ
リ
カ
の
憲
法
問
題
と
司
法
審
査
』 

成
文
堂
、
二
〇
一
七
年
一
月

大
沢
秀
介
、
大
林
啓
吾
編
著
『
ア
メ
リ
カ
憲
法
と
公
教
育
』 

成
文
堂
、
二
〇
一
七
年
四
月

大
沢
秀
介
、
大
林
啓
吾
編
著
『
憲
法
事
例
演
習
』 

成
文
堂
、
二
〇
一
七
年
八
月

大
沢
秀
介
・
新
井
誠
・
横
大
道
聡
編
著
『
変
容
す
る
テ
ロ
リ
ズ
ム
と
法
│
各
国
に
お
け
る
〈
自
由
と
安
全
〉
法
制
の
動
向
』

 

弘
文
堂
、
二
〇
一
七
年
一
〇
月

４　

分
担
執
筆

堀
江
湛
編
著
『
政
治
心
理
学
』 

北
樹
出
版
、
一
九
八
〇
年
四
月

小
林
孝
輔
・
星
野
安
三
郎
監
修
『
憲
法
（
全
訂
版
）』 

自
由
国
民
社
、
一
九
八
七
年
三
月

杉
原
泰
雄
編
著
『
判
例
マ
ニ
ュ
ア
ル　

憲
法
Ⅱ
人
権
２
』 

三
省
堂
、
一
九
八
九
年
六
月

星
野
安
三
郎
・
小
林
孝
輔
監
修
『
口
語
六
法　

憲
法
』 

自
由
国
民
社
、
一
九
九
〇
年
一
月

堀
江
湛
編
著
『
政
治
学
・
行
政
学
の
基
礎
知
識
』 

一
藝
社
、
二
〇
〇
四
年
四
月

棟
居
快
行
・
工
藤
達
朗
・
小
山
剛
編
著
『
プ
ロ
セ
ス
演
習　

憲
法
』 

信
山
社
、
二
〇
〇
四
年
四
月

棟
居
快
行
・
工
藤
達
朗
・
小
山
剛
編
著
『
プ
ロ
セ
ス
演
習　

憲
法
（
第
二
版
）』 

信
山
社
、
二
〇
〇
五
年
四
月
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棟
居
快
行
・
工
藤
達
朗
・
小
山
剛
編
著
『
プ
ロ
セ
ス
演
習　

憲
法
（
第
三
版
）』 

信
山
社
、
二
〇
〇
七
年
四
月

堀
江
湛
編
著
『
政
治
学
・
行
政
学
の
基
礎
知
識
（
第
二
版
）』 

一
藝
社
、
二
〇
〇
七
年
八
月

杉
原
泰
雄
編
著
『
体
系
憲
法
事
典
（
新
版
）』 

青
林
書
院
、
二
〇
〇
八
年
六
月

棟
居
快
行
・
工
藤
達
朗
・
小
山
剛
編
著
『
プ
ロ
セ
ス
演
習　

憲
法
（
第
四
版
）』 

信
山
社
、
二
〇
一
一
年
三
月

戸
松
秀
典
・
今
井
功
編
『
論
点
体
系 

判
例
憲
法 

３
〜
裁
判
に
憲
法
を
活
か
す
た
め
に
〜
』 

第
一
法
規
、
二
〇
一
三
年
五
月

ア
メ
リ
カ
学
会
編
『
ア
メ
リ
カ
文
化
事
典
』 

丸
善
、
二
〇
一
八
年
一
月

５　

翻
訳
書

カ
ー
ミ
ッ
ト
・
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
三
世
著
、
大
沢
秀
介
訳
『
司
法
積
極
主
義
の
神
話
│
ア
メ
リ
カ
最
高
裁
判
決
の
新
た
な
理
解
』

 

慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
一
年
八
月

６　

監　

修

大
沢
秀
介
、
佐
久
間
修
、
荻
野
徹
監
修
『
社
会
の
安
全
と
法
』 

立
花
書
房
、
二
〇
一
三
年
六
月

大
沢
秀
介
監
修
『
入
門
・
安
全
と
情
報
』 

成
文
堂
、
二
〇
一
五
年
六
月
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【
論　

文
】

一
九
七
八
年

「
横
田
喜
三
郎
コ
ー
ト
に
お
け
る
最
高
裁
判
所
裁
判
官
の
司
法
行
動
」 

 

『
法
学
研
究
』
五
一
巻
一
号
（
一
九
七
八
年
一
月
）
四
〇
頁
│
七
八
頁

「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
違
憲
立
法
審
査
権
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」 

『
法
学
研
究
』
五
一
巻
五
号
（
一
九
七
八
年
五
月
）
二
八
頁
│
六
〇
頁

一
九
八
〇
年

「
公
共
訴
訟
を
め
ぐ
る
若
干
の
考
察
│
現
代
ア
メ
リ
カ
社
会
と
司
法
の
積
極
的
役
割
」

 

『
法
学
研
究
』
五
三
巻
七
号
（
一
九
八
〇
年
七
月
）
二
八
頁
│
六
〇
頁

T
he Behavior of Japanese Suprem

e Court Judges in the Y
okota K

isaburo Court  
3 K

EIO  J. P
O
L . 41 (1980)

一
九
八
三
年

「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
法
の
動
態
の
一
断
面
│
ア
メ
リ
カ
の
法
学
教
育
の
あ
り
方
を
通
し
て
」

 

『
法
学
研
究
』
五
六
巻
二
号
（
一
九
八
三
年
二
月
）
一
頁
│
三
五
頁

U
ncertainties in the D

eveloping A
ge of Public Litigation 

 3 K
EIO  L. R

EV . 59 (1983) 

「
公
共
訴
訟
の
概
念
を
め
ぐ
る
最
近
の
動
向
」

 

『
慶
應
義
塾
創
立
一
二
五
周
年
記
念
論
文
集
（
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
）
法
学
部
・
政
治
学
関
係
』

 

（
一
九
八
三
年
一
〇
月
）
三
二
五
頁
│
三
四
四
頁

一
九
八
五
年

「
公
共
訴
訟
の
最
近
の
傾
向
」 

『
ア
メ
リ
カ
法
』
１
９
８
５
│
１
号
（
一
九
八
五
年
）
一
頁
│
二
二
頁

一
九
八
七
年

「
裁
判
官
の
行
動
分
析
」 

芦
部
信
喜
編
『
講
座
憲
法
訴
訟
（
三
）』（
有
斐
閣
、
一
九
八
七
年
六
月
）
二
八
八
頁
│
三
一
八
頁
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「
構
造
的
差
止
命
令
と
そ
の
抑
制
の
可
能
性
」 

『
法
学
研
究
』
六
〇
巻
七
号
（
一
九
八
七
年
七
月
）
一
頁
│
四
一
頁

一
九
八
八
年

T
he Structural Injunction and Its Control 

6 K
EIO  J.P

O
L . 59 (1988)

「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
代
替
的
紛
争
解
決
運
動
に
関
す
る
一
考
察
」

 

『
法
学
研
究
』
六
一
巻
五
号
（
一
九
八
八
年
五
月
）
三
二
七
頁
│
三
五
八
頁

一
九
八
九
年

「
公
共
的
価
値
と
司
法
審
査
」 

『
法
学
研
究
』
六
二
巻
六
号
（
一
九
八
九
年
六
月
）
一
七
頁
│
六
五
頁

「
共
和
主
義
的
憲
法
理
論
を
め
ぐ
る
若
干
の
考
察
│
自
由
主
義
と
の
関
連
を
中
心
に
」

 

『
法
学
研
究
』
六
二
巻
一
二
号
（
一
九
八
九
年
一
二
月
）
一
五
三
頁
│
一
八
三
頁

一
九
九
〇
年

「
最
近
の
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
め
ぐ
る
憲
法
問
題
│
ク
ロ
ソ
ン
判
決
を
素
材
に
」

 

『
法
学
研
究
』
六
三
巻
一
二
号
（
一
九
九
〇
年
一
二
月
）
二
二
三
頁
│
二
八
一
頁

一
九
九
三
年

「
共
和
主
義
的
憲
法
理
論
と
表
現
の
自
由
」

 

『
芦
部
信
喜
先
生
古
稀
祝
賀　

現
代
立
憲
主
義
の
展
開
（
上
）』（
有
斐
閣
、
一
九
九
三
年
九
月
）
五
八
五
頁
│
六
〇
六
頁

「
公
共
訴
訟
と
し
て
の
憲
法
訴
訟
」 

『
法
律
時
報
』
六
五
巻
一
一
号
（
一
九
九
三
年
一
〇
月
）
四
九
頁
│
五
四
頁

一
九
九
四
年

「
嫌
煙
権
訴
訟
」 

『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
一
〇
三
七
号
（
一
九
九
四
年
一
月
）
一
八
一
頁
│
一
八
四
頁

「
公
共
訴
訟
と
し
て
の
憲
法
訴
訟
」 

『
法
社
会
学
』
四
六
号
（
一
九
九
四
年
四
月
）
一
五
五
頁
│
一
六
一
頁

一
九
九
五
年

「
共
和
主
義
的
憲
法
理
論
と
単
一
執
行
府
論
争
」 

『
法
学
研
究
』
六
八
巻
一
号
（
一
九
九
五
年
一
月
）
一
四
七
頁
│
一
八
〇
頁
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「
現
行
憲
法
よ
り
緩
や
か
な
改
正
手
続
」 

『
改
革
者
』
三
六
巻
一
号
（
一
九
九
五
年
一
月
）
二
九
頁
│
三
一
頁

「
差
別
的
表
現
」 

『
法
学
教
室
』
一
七
八
号
（
一
九
九
五
年
七
月
）
五
五
頁
│
六
四
頁

「
私
立
大
学
と
学
生
の
人
権
」 

『
法
学
教
室
』
一
八
二
号
（
一
九
九
五
年
一
一
月
）
五
四
頁
│
五
八
頁

一
九
九
六
年

「
個
人
情
報
の
保
護
」 

『
法
学
教
室
』
一
八
六
号
（
一
九
九
六
年
三
月
）
三
四
頁
│
四
〇
頁

「
批
判
的
人
種
理
論
」 

『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
一
〇
八
九
号
（
一
九
九
六
年
五
月
）
八
九
頁
│
九
四
頁

「
法
人
と
人
権
」 

『
法
学
教
室
』
一
九
〇
号
（
一
九
九
六
年
七
月
）
二
六
頁
│
三
二
頁

「
科
学
技
術
の
発
展
と
人
権 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
表
現
の
自
由
」 

『
法
学
教
室
』
一
九
四
号
（
一
九
九
六
年
一
一
月
）
八
一
頁
│
八
九
頁

「
批
判
的
人
種
理
論
に
関
す
る
一
考
察
」 

『
法
学
研
究
』
六
九
巻
一
二
号
（
一
九
九
六
年
一
二
月
）
六
七
頁
│
九
三
頁

一
九
九
七
年

「
性
差
別
と
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
」 

『
法
学
教
室
』
一
九
八
号
（
一
九
九
七
年
三
月
）
五
三
頁
│
六
一
頁

「
最
高
裁
判
所
と
憲
法
裁
判
」

 

『
岩
波
講
座　

現
代
の
法
（
５
）　

現
代
社
会
と
司
法
シ
ス
テ
ム
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
年
三
月
）
三
九
頁
│
六
六
頁

「
最
高
裁
判
所
と
憲
法
裁
判
所
│
ア
メ
リ
カ
で
の
議
論
を
参
考
に
」

 

『
公
法
研
究
』
五
九
号
（
一
九
九
七
年
一
〇
月
）
一
八
五
頁
│
一
九
六
頁

一
九
九
八
年

「
連
邦
と
州
の
関
係
に
お
け
る
合
衆
国
最
高
裁
判
所
の
役
割
」 
『
法
学
研
究
』
七
一
巻
九
号
（
一
九
九
八
年
九
月
）
一
頁
│
三
六
頁

「
地
方
分
権
論
議
と
司
法
の
役
割
」 

『
日
本
政
治
の
構
造
と
展
開
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
年
一
〇
月
）
三
五
頁
│
六
四
頁

「
熟
慮
民
主
主
義
を
め
ぐ
る
最
近
の
議
論
に
つ
い
て
」

 

『
政
治
・
社
会
理
論
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
年
一
〇
月
）
六
三
頁
│
八
七
頁

一
九
九
九
年
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「
ア
メ
リ
カ
大
統
領
の
犯
罪
と
弾
劾
裁
判
」 『
国
際
問
題
』
四
六
七
号
（
日
本
国
際
問
題
研
究
所
、
一
九
九
九
年
二
月
）
五
一
頁
│
六
五
頁

「
世
襲
制
（
象
徴
天
皇
制
）」 

『
法
学
教
室
』
二
二
四
号
（
一
九
九
九
年
五
月
）
四
頁
│
七
頁

「
法
令
違
憲
判
決
の
効
力
」

 

『
憲
法
の
争
点
〔
第
三
版
〕』
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
（
法
律
学
の
争
点
シ
リ
ー
ズ
２
）（
一
九
九
九
年
六
月
）
二
五
〇
頁
│
二
五
一
頁

「『
小
さ
な
司
法
』
か
ら
の
脱
皮
」 

『
月
刊
司
法
改
革
』
二
号
（
一
九
九
九
年
一
一
月
）
一
八
頁
│
二
四
頁

二
〇
〇
〇
年

「
行
政
改
革
と
公
共
的
空
間
」

 

紙
谷
雅
子
編
著
『
日
本
国
憲
法
を
読
み
直
す
』（
日
本
経
済
新
聞
社
、
二
〇
〇
〇
年
四
月
）
一
〇
六
頁
│
一
三
〇
頁

「
ア
メ
リ
カ
『
修
正
』
の
意
味
を
問
い
つ
つ
基
本
原
理
を
つ
ら
ぬ
く
」

 
『
ア
エ
ラ
ム
ッ
ク　

憲
法
が
わ
か
る
』（
朝
日
新
聞
、
二
〇
〇
〇
年
五
月
）
七
八
頁
│
八
二
頁

二
〇
〇
一
年

「
公
金
支
出
の
制
限
│
私
学
助
成
を
中
心
に
」 

『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
一
一
九
二
号
（
二
〇
〇
一
年
一
月
）
一
九
七
頁
│
二
〇
三
頁

「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
憲
法
修
正
過
程
を
め
ぐ
る
最
近
の
議
論
に
つ
い
て
」

 

『
法
学
研
究
』
七
四
巻
一
号
（
二
〇
〇
一
年
一
月
）
四
五
頁
│
八
七
頁

「
芦
部
信
喜
『
合
憲
性
の
推
定
の
原
則
と
立
法
事
実
の
審
査
』
を
読
む
│
憲
法
訴
訟
の
意
義
の
観
点
か
ら
」

 
『
法
学
教
室
』
二
四
七
号
（
二
〇
〇
一
年
四
月
）
四
四
頁
│
四
七
頁

「
大
き
な
司
法
と
司
法
像
」 
『
法
社
会
学
』
五
四
号
（
二
〇
〇
一
年
九
月
）
八
六
頁
│
一
〇
一
頁

二
〇
〇
二
年

「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
憲
法
修
正
論
議
と
リ
ベ
ラ
ル
憲
法
学
」 

『
法
学
研
究
』
七
五
巻
四
号
（
二
〇
〇
二
年
四
月
）
一
頁
│
四
〇
頁

「
違
憲
審
査
制
の
改
革
の
在
り
方
を
考
え
て
み
よ
う
│
憲
法
訴
訟
と
憲
法
裁
判
所
」

 

『
法
学
教
室
』
二
六
二
号
（
二
〇
〇
二
年
七
月
）
二
四
頁
│
三
〇
頁
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「
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
化
・
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
化
の
中
で
放
送
規
制
を
考
え
る
│
放
送
の
自
由
」

 

『
法
学
教
室
』
二
六
六
号
（
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
）
四
九
頁
│
五
五
頁

「
最
高
裁
判
所
判
例
の
拘
束
性
」

 

横
田
耕
一
・
高
見
勝
利
編
『
ブ
リ
ッ
ジ
ブ
ッ
ク　

憲
法
』（
信
山
社
、
二
〇
〇
二
年
一
二
月
）
一
七
〇
頁
│
一
八
八
頁

二
〇
〇
三
年

「
政
党
化
の
波
に
も
ま
れ
る
強
い
参
議
院
│
二
院
制
と
参
議
院
制
度
の
改
革
」

 

『
法
学
教
室
』
二
七
〇
号
（
二
〇
〇
三
年
三
月
）
三
六
頁
│
四
三
頁

「
司
法
の
公
共
政
策
形
成
」 

『
比
較
憲
法
学
研
究
』
一
五
号
（
二
〇
〇
三
年
）
六
五
頁
│
八
八
頁

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
選
挙
運
動
？
│
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
表
現
の
自
由
の
原
理
」

 

『
法
学
教
室
』
二
七
四
号
（
二
〇
〇
三
年
七
月
）
七
三
頁
│
八
〇
頁

「
情
報
公
開
の
国
の
楼
閣
は
何
の
上
に
？
│
情
報
公
開
と
個
人
情
報
保
護
」

 

『
法
学
教
室
』
二
七
八
号
（
二
〇
〇
三
年
一
一
月
）
五
七
頁
│
六
四
頁

二
〇
〇
四
年

「
ア
メ
リ
カ
の
テ
ロ
対
策
と
人
権
問
題
」 

『
国
際
問
題
』
五
二
六
号
（
二
〇
〇
四
年
一
月
）
四
七
頁
│
六
二
頁

「
合
衆
国
憲
法
を
見
つ
め
て
│
憲
法
改
正
と
の
関
連
で
」 

『
法
学
教
室
』
二
八
二
号
（
二
〇
〇
四
年
三
月
）
四
九
頁
│
五
七
頁

「
緊
急
事
態
法
制
に
つ
い
て
の
覚
書
」 
『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
一
二
六
〇
号
（
二
〇
〇
四
年
一
月
）
一
四
二
頁
│
一
四
六
頁

二
〇
〇
五
年

「
道
州
制
と
連
邦
制
」 
『
比
較
法
研
究
』
六
七
号
（
二
〇
〇
五
年
五
月
）
八
四
頁
│
九
九
頁

「
道
州
制
と
最
近
の
連
邦
制
を
め
ぐ
る
動
き
」 
『
法
学
研
究
』
七
八
巻
五
号
（
二
〇
〇
五
年
五
月
）
一
頁
│
三
八
頁

「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
テ
ロ
対
策
法
制
と
憲
法
」 

『
警
察
政
策
研
究
』
九
号
（
二
〇
〇
五
年
）
一
〇
九
頁
│
一
一
四
頁

「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
テ
ロ
対
策
法
制
と
憲
法
」 

『
警
察
学
論
集
』
五
八
巻
六
号
（
二
〇
〇
五
年
六
月
）
六
九
頁
│
七
八
頁
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二
〇
〇
六
年

「
法
の
下
の
平
等
と
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
」

 

大
沢
秀
介
・
小
山
剛
編
著
『
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
憲
法
─
憲
法
裁
判
の
影
響
を
中
心
に
』

 

（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
九
月
）
一
六
九
頁
│
二
○
四
頁

「
テ
ロ
リ
ズ
ム
対
策
と
憲
法
│
最
近
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
議
論
を
め
ぐ
っ
て
」

 
日
本
法
政
学
会
創
立
五
十
周
年
記
念
論
文
集
編
集
委
員
会
編
『
現
代
法
律
学
の
課
題　

日
本
法
政
学
会
五
十
周
年
記
念
』

 

（
成
文
堂
、
二
〇
〇
六
年
三
月
）
三
三
頁
│
五
四
頁

二
〇
〇
七
年

「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
司
法
の
位
置
づ
け
│
最
近
の
刑
務
所
訴
訟
最
高
裁
判
決
を
手
が
か
り
に
」

 

『
法
学
研
究
』
八
〇
巻
四
号
（
二
〇
〇
七
年
四
月
）
一
頁
│
四
三
頁

「
自
由
vs
安
全
」 

『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
一
三
三
四
号
（
二
〇
〇
七
年
五
月
）
九
四
頁
│
一
〇
三
頁

「
監
視
カ
メ
ラ
に
関
す
る
憲
法
上
の
一
考
察
」 

『
警
察
政
策
研
究
』
一
一
号
（
二
〇
〇
七
年
）
三
八
頁
│
四
九
頁

「
現
代
社
会
の
自
由
と
安
全
」 

『
公
法
研
究
』
六
九
号
（
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
）
一
頁
│
二
〇
頁

「
監
視
カ
メ
ラ
に
関
す
る
憲
法
上
の
一
考
察
」 

『
警
察
学
論
集
』
六
〇
巻
八
号
（
二
〇
〇
七
年
八
月
）
五
五
頁
│
七
三
頁

「
ア
メ
リ
カ
憲
法
に
お
け
る
『
国
勢
調
査
条
項
』
を
め
ぐ
る
若
干
の
考
察
」

 

『
憲
法
諸
相
と
改
憲
論
─
吉
田
善
明
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
』（
敬
文
堂
、
二
〇
〇
七
年
八
月
）
三
九
九
頁
│
四
二
〇
頁

二
〇
〇
八
年

「
テ
ロ
対
策
関
係 

テ
ロ
対
策
と
憲
法
論
」 
『
警
察
政
策
』
一
〇
巻
（
二
〇
〇
八
年
三
月
）
一
四
頁
│
四
三
頁

「
法
廷
内
の
行
為
と
公
正
な
裁
判
を
受
け
る
権
利
」

 

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部 

編
『
慶
應
の
政
治
学
：
慶
應
義
塾
創
立
一
五
〇
年
記
念
法
学
部
論
文
集
』

 

（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
一
二
月
）
七
五
頁
│
一
○
五
頁
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二
〇
〇
九
年

「
司
法
と
政
治
の
距
離
│
ペ
レ
ッ
テ
ィ
教
授
の
見
解
を
手
掛
か
り
に
」

 
棚
瀬
孝
雄
編
『
司
法
の
国
民
的
基
盤 : 

日
米
の
司
法
政
治
と
司
法
理
論
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
九
年
一
月
）
二
四
九
頁
│
二
七
五
頁

「
ア
メ
リ
カ
連
邦
最
高
裁
の
役
割
の
歴
史
的
変
化
│
自
由
と
安
全
の
調
整
者
の
観
点
か
ら
」

 

『
法
学
研
究
』
八
二
巻
二
号
（
二
〇
〇
九
年
二
月
）
一
頁
│
三
一
頁

「
道
州
制
」 

『
法
学
セ
ミ
ナ
ー
』
五
四
巻
七
号
（
二
〇
〇
九
年
七
月
）
五
四
頁
│
五
七
頁

二
〇
一
〇
年

「
司
法
積
極
主
義
と
わ
が
国
の
最
高
裁
」

 

大
石
眞
・
毛
利
透
・
土
井
真
一
編
『
各
国
憲
法
の
差
異
と
接
点
│
初
宿
正
典
先
生
還
暦
記
念
論
文
集
』

 

（
成
文
堂
、
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
）
二
八
七
頁
│
三
二
六
頁

「
三
報
告
に
対
す
る
若
干
の
コ
メ
ン
ト
」 

『
法
学
研
究
』
八
三
巻
五
号
（
二
〇
一
〇
年
五
月
）
一
二
六
頁
│
一
二
八
頁

二
〇
一
一
年

「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
外
国
人
の
人
権
」 

『
比
較
憲
法
学
研
究
』
二
三
号
（
二
〇
一
一
年
一
〇
月
）
六
九
頁
│
九
六
頁

「
道
州
制
」

 

新
井
誠
・
小
谷
順
子
・
横
大
道
聡
編
著
『
地
域
に
学
ぶ
憲
法
演
習
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
一
年
一
一
月
）
一
六
四
頁
│
一
七
三
頁

二
〇
一
二
年

「
司
法
改
革
と
司
法
権
の
独
立
│
ア
メ
リ
カ
の
裁
判
官
選
任
方
法
と
の
関
連
で
」

 

曽
我
部
真
裕
・
赤
坂
幸
一
編
『
大
石
眞
先
生
還
暦
記
念
─
憲
法
改
革
の
理
念
と
展
開
（
下
）』

 

（
信
山
社
、
二
〇
一
二
年
三
月
）
三
頁
│
四
四
頁

「
司
法
積
極
主
義
と
司
法
消
極
主
義
」
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戸
松
秀
典
・
野
坂
泰
司
編
『
憲
法
訴
訟
の
現
状
分
析
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
二
年
三
月
）
四
二
三
頁
│
四
四
四
頁

二
〇
一
三
年

「
制
度
改
革
訴
訟
の
新
た
な
展
開
│
ブ
ラ
ウ
ン
対
プ
ラ
タ
事
件
を
め
ぐ
っ
て
」

 

長
谷
部
恭
男
・
安
西
文
男
、
宍
戸
常
寿
、
林
知
更
編
『
高
橋
和
之
先
生
古
稀
記
念　

現
代
立
憲
主
義
の
諸
相
（
上
）』

 

（
有
斐
閣
、
二
〇
一
三
年
一
月
）
一
四
九
頁
│
一
八
一
頁

二
〇
一
四
年

「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
移
民
政
策
・
移
民
法
に
関
す
る
一
考
察
─
最
近
の
オ
バ
マ
政
権
の
移
民
改
革
の
背
景
」

 

『
法
学
研
究　

小
林
節
先
生
退
職
記
念
号
』
八
七
巻
二
号
（
二
〇
一
四
年
二
月
）
一
頁
│
二
八
頁

二
〇
一
五
年

「
Ｄ
Ａ
Ｃ
Ａ
に
お
け
る
憲
法
問
題
」 
松
井
茂
記
＝
長
谷
部
恭
男
＝
渡
辺
康
行
編
『
自
由
の
法
理　

阪
本
昌
成
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
』

 

（
成
文
堂
、
二
〇
一
五
年
一
〇
月
）
二
一
一
頁
│
二
四
二
頁

二
〇
一
六
年

「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
『
立
憲
主
義
』」 

『
法
学
教
室
』
四
二
八
号
（
二
〇
一
六
年
五
月
）
一
六
頁
│
二
二
頁

「
立
法
の
質
と
裁
判
所
の
役
割
」 

川
﨑
政
司
・
大
沢
秀
介
編
著
『
現
代
統
治
構
造
の
動
態
と
展
望
─
法
形
成
を
め
ぐ
る
政
治
と
法
』

 

（
尚
学
社
、
二
〇
一
六
年
一
一
月
）
三
八
八
頁
│
四
一
九
頁

二
〇
一
七
年

「
ア
メ
リ
カ
の
農
業
政
策
と
憲
法
」 

『
武
蔵
野
大
学
政
治
経
済
研
究
所
年
報
』
一
四
号
（
二
〇
一
七
年
二
月
）
三
七
頁
│
六
九
頁

「
正
式
な
入
国
書
類
を
持
た
な
い
子
ど
も
と
無
償
公
教
育
」

 

大
沢
秀
介
・
大
林
啓
吾
編
『
ア
メ
リ
カ
憲
法
と
公
教
育
』（
成
文
堂
、
二
〇
一
七
年
三
月
）
四
九
一
頁
│
五
三
二
頁

「
危
機
管
理
法
制
の
必
要
性
」 

前
田
雅
英
編
集
代
表
・
公
共
政
策
調
査
会
編
『
現
代
危
機
管
理
論
─
現
代
の
危
機
の
諸
相
と
対
策
』

 

（
立
花
書
房
、
二
〇
一
七
年
六
月
）
四
二
一
頁
│
四
五
五
頁



法学研究 91 巻 1 号（2018：1）

548

「
解
題
」

 

庄
司
克
宏
編
『
大
友
一
郎
先
生
講
義
録　

日
本
国
憲
法
の
制
定
過
程
』（
千
倉
書
房
、
二
〇
一
七
年
九
月
）
二
五
九
頁
│
二
八
三
頁

【
共
著
論
文
】

田
島
裕
・
大
沢
秀
介
「
ア
メ
リ
カ
法
の
潮
流
」 

『
ア
メ
リ
カ
法
』
１
９
８
７
│
１
号
（
一
九
八
七
年
）
二
五
一
頁
│
二
五
六
頁

根
森
健
・
大
沢
秀
介
「〔
全
国
憲
法
研
究
会
〕
春
季
研
究
集
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
ま
と
め
」

 

『
憲
法
問
題
』
一
三
号
（
二
〇
〇
二
年
○
○
月
）
六
七
頁
│
七
八
頁

井
上
典
之
・
大
沢
秀
介
・
岡
田
信
弘
「
学
界
展
望 

憲
法
」 

『
公
法
研
究
』
七
二
号
（
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
）
二
二
三
頁
│
二
五
三
頁

大
沢
秀
介
・
木
下
智
史
・
高
田
篤
「
学
界
展
望 

憲
法
」 

『
公
法
研
究
』
七
三
号
（
二
〇
一
一
年
一
〇
月
）
二
三
三
頁
│
二
六
三
頁

築
山
欣
央
・
大
沢
秀
介
「
多
文
化
共
生
施
策
を
め
ぐ
る
課
題
─
豊
田
市
及
び
静
岡
県
を
具
体
例
と
し
て
」

 

『
愛
知
学
泉
大
学
現
代
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
紀
要
』
三
巻
一
号
（
二
〇
一
四
年
一
二
月
）
二
五
頁
│
四
二
頁

【
座
談
会
】

笹
田
栄
司
、
ダ
ニ
エ
ル
・
Ｈ
・
フ
ッ
ト
、
長
谷
部
恭
男
・
大
沢
秀
介
、
川
岸
令
和
、
宍
戸
常
寿
「
連
載
日
本
国
憲
法
①　

裁
判
員
制
度
」

 
『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
一
三
六
三
号
（
二
〇
〇
八
年
九
月
）
八
八
頁
│
一
一
一
頁

鈴
木
秀
美
、
山
本
博
史
、
長
谷
部
恭
男
・
大
沢
秀
介
、
川
岸
令
和
、
宍
戸
常
寿
「
連
載
日
本
国
憲
法
研
究
②　

通
信
・
放
送
法
制
」

 

『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
一
三
七
三
号
（
二
〇
〇
九
年
三
月
）
九
五
頁
│
一
一
六
頁

青
柳
幸
一
、
柳
井
健
一
、
長
谷
部
恭
男
・
大
沢
秀
介
、
川
岸
令
和
、
宍
戸
常
寿
「
連
載
日
本
国
憲
法
研
究
③　

外
国
人
の
選
挙
権
・
公
務

就
任
権
」 

『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
一
三
七
五
号
（
二
〇
〇
九
年
四
月
）
六
七
頁
│
八
五
頁
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井
上
典
之
、
窪
田
充
見
、
長
谷
部
恭
男
・
大
沢
秀
介
、
川
岸
令
和
、
宍
戸
常
寿
「
連
載
日
本
国
憲
法
研
究
④
生
殖
補
助
医
療
」

 

『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
一
三
七
九
号
（
二
〇
〇
九
年
六
月
）
六
八
頁
│
九
二
頁

大
橋
洋
一
、
金
井
利
之
、
長
谷
部
恭
男
・
大
沢
秀
介
、
川
岸
令
和
、
宍
戸
常
寿
「
連
載
日
本
国
憲
法
法
研
究
⑤　

道
州
制
」

 

『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
一
三
八
七
号
（
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
）
一
一
四
頁
│
一
三
八
頁

高
見
勝
利
、
成
田
憲
彦
、
長
谷
部
恭
男
・
大
沢
秀
介
、
川
岸
令
和
、
宍
戸
常
寿
「
連
載
日
本
国
憲
法
法
研
究
⑥　
『
政
権
選
択
』
選
挙
」

 

『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
一
三
九
〇
号
（
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
）
一
〇
五
頁
│
一
三
三
頁

西
原
博
史
、
小
島
慎
司
、
長
谷
部
恭
男
・
大
沢
秀
介
、
川
岸
令
和
、
宍
戸
常
寿
「
連
載
日
本
国
憲
法
法
研
究
⑦　

思
想
・
良
心
の
自
由
」

 

『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
一
三
九
五
号
（
二
〇
一
〇
年
三
月
）
一
二
二
頁
│
一
三
六
頁

安
西
文
雄
、
岡
田
信
弘
、
長
谷
部
恭
男
・
大
沢
秀
介
、
川
岸
令
和
、
宍
戸
常
寿
「
連
載
日
本
国
憲
法
法
研
究
⑧　

政
教
分
離
」

 

『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
一
三
九
九
号
（
二
〇
一
〇
年
四
月
）
六
五
頁
│
八
二
頁

駒
村
圭
吾
、
木
村
草
太
、
長
谷
部
恭
男
・
大
沢
秀
介
、
川
岸
令
和
、
宍
戸
常
寿
「
連
載
日
本
国
憲
法
法
研
究
⑨　

国
家
と
文
化
」

 

『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
一
四
〇
五
号
（
二
〇
一
〇
年
八
月
）
一
四
七
頁
│
一
六
九
頁

山
本
龍
彦
、
阪
本
昌
成
、
長
谷
部
恭
男
・
大
沢
秀
介
、
川
岸
令
和
、
宍
戸
常
寿
「
連
載
日
本
国
憲
法
法
研
究
⑩　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
」

 
『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
一
四
一
二
号
（
二
〇
一
〇
年
一
二
月
）
九
一
頁
│
一
一
八
頁

植
木
俊
哉
、
井
上
寿
一
、
長
谷
部
恭
男
・
大
沢
秀
介
、
川
岸
令
和
、
宍
戸
常
寿
「
連
載
日
本
国
憲
法
法
研
究
⑪　

憲
法
と
条
約
」

 
『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
一
四
一
八
号
（
二
〇
一
一
年
三
月
）
七
七
頁
│
九
九
頁

松
本
和
彦
、
藤
井
樹
也
、
長
谷
部
恭
男
・
大
沢
秀
介
、
川
岸
令
和
、
宍
戸
常
寿
「
連
載
日
本
国
憲
法
法
研
究
⑫　

私
人
間
効
力
」

 

『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
一
四
二
四
号
（
二
〇
一
一
年
六
月
）
六
八
頁
│
八
六
頁

土
井
真
一
、
蟻
川
恒
正
、
長
谷
部
恭
男
・
大
沢
秀
介
、
川
岸
令
和
、
宍
戸
常
寿
「
連
載
日
本
国
憲
法
法
研
究
⑬　

違
憲
審
査
制
と
最
高
裁

の
活
性
化
」 

『
論
究
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
夏
号
二
号
（
二
〇
一
二
年
）
一
六
九
頁
│
一
九
二
頁
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【
判
例
評
釈
】

「
公
の
支
配
の
意
義
と
幼
児
教
室
（
昭
和
六
一
・
六
・
九
浦
和
地
判
）」

 

『
憲
法
判
例
百
選
Ⅱ
〔
第
二
版
〕』（
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
六
）（
一
九
八
八
年
二
月
）
四
〇
八
頁
─
四
〇
九
頁

「
屋
外
広
告
物
条
例
に
よ
る
規
制
と
憲
法
二
一
条
一
項
（
昭
和
六
二
・
三
・
三
）」

 

『
判
例
セ
レ
ク
ト
ʼ87
』（
法
学
教
室
八
九
別
冊
付
録
）（
一
九
八
八
年
二
月
）
八
頁

「
嫌
煙
権
訴
訟
（
昭
和
六
二
・
三
・
二
七
東
京
地
判
）」

 
『
昭
和
六
二
年
度
重
要
判
例
解
説
』（
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
時
増
刊
九
一
〇
）（
一
九
八
八
年
六
月
）
八
頁
│
一
〇
頁

「
政
党
内
部
の
自
治
と
司
法
審
査
│
共
産
党
元
幹
部
家
屋
明
渡
事
件
最
高
裁
判
決
（
最
三
小
判
昭
和
六
三
・
一
二
・
二
〇
）」

 

『
法
学
教
室
』
一
〇
五
号
（
一
九
八
九
年
六
月
）
八
八
頁
│
八
九
頁

「
宗
教
団
体
の
内
部
自
治
と
司
法
権
│
蓮
華
寺
事
件
（
最
二
小
判
平
成
元
・
九
・
八
）」

 

『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
九
四
七
号
（
一
九
八
九
年
一
二
月
）
八
三
頁
│
八
八
頁

「『
公
の
支
配
』
の
意
義
と
幼
児
教
室
（
東
京
高
判
平
成
二
・
一
・
二
九
高
民
四
三
巻
一
号
一
頁
）」

 

『
憲
法
判
例
百
選
Ⅱ
〔
第
三
版
〕』（
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
一
）（
一
九
九
四
年
一
〇
月
）
四
三
四
頁
│
四
三
五
頁

「
遺
族
会
へ
の
補
助
金
交
付
と
公
金
支
出
の
制
限
（
大
阪
高
判
平
成
六
・
七
・
二
〇
）」

 

『
平
成
六
年
度
重
要
判
例
解
説
』（
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
時
増
刊
一
〇
六
八
）（
一
九
九
五
年
六
月
）
二
四
頁
│
二
五
頁

「
公
務
員
関
係
と
政
治
的
自
由
（
猿
払
事
件
）
│
│
公
務
員
の
政
治
活
動
の
自
由
の
制
限
の
根
拠
と
合
憲
性
の
審
査
基
準
（
最
大
判
昭
和

四
九
・
一
一
・
六
刑
集
二
八
巻
九
号
三
九
三
頁
）」 

『
憲
法
の
基
本
判
例
〔
第
二
版
〕』（
一
九
九
六
年
四
月
）
二
三
頁
│
二
七
頁

「『
公
の
支
配
』
の
意
義
と
幼
児
教
室
（
東
京
高
判
平
成
二
・
一
・
二
九
高
民
四
三
巻
一
号
一
頁
）」

 

『
憲
法
判
例
百
選
Ⅱ
〔
第
四
版
〕』（
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
五
五
）（
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
）
四
四
○
頁
│
四
四
一
頁

「
書
籍
等
の
輸
入
と
税
関
検
査
（
最
大
判
昭
和
五
九
・
一
二
・
一
二
民
集
三
八
巻
一
二
号
一
三
〇
八
頁
）」
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『
メ
デ
ィ
ア
判
例
百
選
』（
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
七
九
）（
二
〇
〇
五
年
一
二
月
）
一
二
四
頁
│
一
二
五
頁

「
国
籍
と
地
方
公
務
員
─
東
京
都
管
理
職
選
考
試
験
事
件
（
最
大
判
平
成
一
七
・
一
・
二
六
）」

 

『
平
成
一
七
年
度
重
要
判
例
解
説
』（
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
時
増
刊
一
三
一
三
）（
二
〇
〇
六
年
六
月
）
一
三
頁
─
一
四
頁

「『
公
の
支
配
』
の
意
義
と
幼
児
教
室
（
東
京
高
判
平
成
二
・
一
・
二
九
高
民
四
三
巻
一
号
一
頁
）」

 

『
憲
法
判
例
百
選
Ⅱ
〔
第
五
版
〕』（
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
八
七
）（
二
〇
〇
七
年
三
月
）
四
五
六
頁
│
四
五
七
頁

「
傍
聴
人
の
メ
モ
制
限
と
情
報
収
集
の
自
由
│
レ
ペ
タ
事
件
（
最
大
判
平
成
元
・
三
・
八
民
集
四
三
巻
二
号
八
九
頁
）」

 
『
憲
法
判
例
百
選
Ⅰ
〔
第
六
版
〕』（
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
二
一
七
）（
二
〇
一
三
年
一
一
月
）
一
六
四
頁
│
一
六
五
頁

「
暴
力
団
員
に
対
す
る
市
営
住
宅
の
明
渡
請
求
を
認
め
る
条
例
の
合
憲
性
（
最
二
小
判
平
成
二
七
・
三
・
二
七
）」

 

『
平
成
二
七
年
度
重
要
判
例
解
説
』（
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
時
増
刊
一
四
九
二
）（
二
〇
一
六
年
四
月
）
二
〇
頁
│
二
一
頁

【
ア
メ
リ
カ
憲
法
判
例
評
釈
】

「
連
邦
裁
判
所
に
お
い
て
エ
ク
イ
テ
ィ
上
の
救
済
を
求
め
る
当
事
者
適
格
│City of Los A

ngeles v. A
dolph Lyons, 103 S.Ct. 

1660 (1983)

」 

『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
八
一
九
号
（
一
九
八
四
年
八
月
）
九
五
頁
│
九
八
頁

「
退
役
軍
人
に
対
す
る
死
亡
廃
疾
給
付
と
手
続
的
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
│W

alters v. N
ational A

ssociation of Radiation 
Survivors, 105 S.Ct. 3180 (1985)

」 
『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
八
七
二
号
（
一
九
八
六
年
一
一
月
）
七
四
頁
│
七
八
頁

「
州
際
通
商
上
の
薬
物
の
使
用
に
つ
い
て
そ
の
規
制
権
限
を
行
使
し
な
い
と
い
う
、
行
政
機
関
決
定
は
司
法
審
査
に
服
さ
な
い
│

H
eckler v. Chaney, 470 U

.S. 821, 105 S.Ct. 1649 (1985)

」

 

『
ア
メ
リ
カ
法
』
１
９
８
７
│
１
号
（
一
九
八
七
年
）
二
三
四
頁
│
二
四
一
頁

「
連
邦
法
で
あ
るRehabilitation A

ct 504

条
違
反
を
理
由
と
す
る
損
害
賠
償
訴
訟
を
、
州
を
相
手
取
っ
て
連
邦
裁
判
所
に
提
起
す
る
こ

と
は
、
第
一
一
修
正
に
よ
り
禁
じ
ら
れ
る
│A

tascadero State H
ospital v. Scanlon, 473 U

.S. 234, 105 S.Ct. 142 (1985)

」
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『
ア
メ
リ
カ
法
』
１
９
８
７
│
２
号
（
一
九
八
八
年
）
四
一
七
頁
│
四
二
二
頁

「
宗
教
上
の
理
由
か
ら
要
求
さ
れ
る
信
者
で
あ
る
こ
と
を
示
す
帽
子
を
着
用
す
る
場
合
に
つ
い
て
、
一
般
的
に
帽
子
類
の
着
用
を
禁
じ
る

空
軍
規
則
を
適
用
し
た
と
し
て
も
、
第
一
修
正
に
違
反
し
な
い
│Goldm
an v. W

einberger, 425 U
.S. 503, 106 S.Ct. 1310 

(1986)
」 

『
ア
メ
リ
カ
法
』
１
９
８
８
│
１
号
（
一
九
八
八
年
）
一
四
三
頁
│
一
四
七
頁

「
均
衡
予
算
お
よ
び
緊
急
負
債
抑
制
法
の
、
い
わ
ゆ
る
報
告
条
項
の
下
で
会
計
検
査
院
長
に
付
与
さ
れ
た
権
限
は
権
力
分
立
原
理
に
反
す

る
│Bow

sher v. Syner, 478 U
.S. 714, 106 S.Ct. 3181 (1986)

」

 

『
ア
メ
リ
カ
法
』
１
９
８
９
│
１
号
（
一
九
八
九
年
）
一
五
二
頁
│
一
五
七
頁

「
ア
ボ
ー
シ
ョ
ン
抗
議
活
動
と
表
現
の
自
由
─M

adsen v. W
om
enʼs Clinic Center Inc., 114 S.Ct. 2516 (1994)

」

 

『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
一
〇
七
五
号
（
一
九
九
五
年
九
月
）
一
六
五
頁
│
一
六
八
頁

「
明
白
か
つ
現
在
の
危
険
（Schenck v. U

nited States, 249 U
.S. 47, 39 S.Ct. 247, 63 L. Ed. 470 (1919)

」

 

『
英
米
判
例
百
選
〔
第
三
版
〕』（
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
九
）（
有
斐
閣
、
一
九
九
六
年
一
一
月
）
四
四
頁
│
四
五
頁

「
公
共
訴
訟
の
救
済
方
法
（W

yatt v. Stickney, 344 F. Supp. 373 (1972)

」

 

『
英
米
判
例
百
選
〔
第
三
版
〕』（
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
九
）（
有
斐
閣
、
一
九
九
六
年
一
一
月
）
一
五
六
頁
│
一
五
七
頁

「
ア
ル
コ
ー
ル
類
の
宣
伝
と
営
利
的
言
論
│44 Liquorm

art, Inc. v. Rhode Island, 116 S.Ct. 1495 (1996)

」

 
『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
一
一
一
四
号
（
一
九
九
七
年
六
月
）
一
〇
七
頁
│
一
一
一
頁

「
選
挙
運
動
の
自
由
│Buckley v. V

aleo, 424 U
.S. 1 (1976)

」
 

憲
法
訴
訟
研
究
会
・
芦
部
信
喜
編
『
ア
メ
リ
カ
憲
法
判
例
』（
有
斐
閣
、
一
九
九
八
年
七
月
）
二
頁
│
九
頁

「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
│Perry Educational A

ssn. v. Perry Local EducatorsʼA
ssn., 460 U

.S. 136 (1980)

」

 

憲
法
訴
訟
研
究
会
・
芦
部
信
喜
編
『
ア
メ
リ
カ
憲
法
判
例
』（
有
斐
閣
、
一
九
九
八
年
七
月
）
一
二
九
頁
│
一
三
七
頁

「
議
会
拒
否
権
│Im

m
igration and N

aturalization Service v. Chadha, 462 U
.S. 919 (1983)

」

 

憲
法
訴
訟
研
究
会
・
芦
部
信
喜
編
『
ア
メ
リ
カ
憲
法
判
例
』（
有
斐
閣
、
一
九
九
八
年
七
月
）
四
二
二
頁
│
四
三
○
頁
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「
ア
ボ
ー
シ
ョ
ン
反
対
の
表
現
活
動
の
規
制
│H

ill v. Colorado, 120 S.Ct. 2480 (2000)

」

 

『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
一
二
〇
八
号
（
二
〇
〇
一
年
九
月
）
二
五
二
頁
│
二
五
六
頁

「
刑
務
所
改
革
訴
訟
（Brow

n v. Plata, 563 U
.S. 131 S.Ct. 1910 (2011)

）」

 

『
ア
メ
リ
カ
法
判
例
百
選
』（
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
二
一
三
）（
二
〇
一
二
年
一
二
月
）
一
四
八
頁
│
一
四
九
頁

「
高
等
教
育
機
関
入
試
に
お
け
る
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
│Grutter v. Bollinger, 539 U

.S. 306 (2003)

」

 
憲
法
訴
訟
研
究
会
・
戸
松
秀
典
編
『
続
・
ア
メ
リ
カ
憲
法
判
例
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
四
年
）
二
一
九
頁
│
二
二
九
頁

「
温
室
効
果
ガ
ス
の
規
制
と
当
事
者
適
格
│M

assachusetts v. Environm
ental A

gency, 520 U
.S. 497 (2007)

」

  
      

憲
法
訴
訟
研
究
会
・
戸
松
秀
典
編
『
続
・
ア
メ
リ
カ
憲
法
判
例
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
四
年
）
四
一
七
頁
│
四
二
五
頁

【
書　

評
】

「（
書
評
）
岡
野
加
穂
留
著
『
政
治
風
土
論
』」 

『
改
革
者
』
一
八
巻
六
号
（
一
九
七
七
年
九
月
）
三
九
頁

「（
論
文
紹
介
）Eric H

. Zagrans, 

“Under Color of
” W

hat Law

│A
 Reconstructed M

odel of Section 1983 Liability, 71 
V
irginia Law

 Review
 (1985)

」 
『
ア
メ
リ
カ
法
』
１
９
８
７
│
１
号
（
一
九
八
七
年
）
一
一
五
頁
│
一
一
九
頁

「（
論
文
紹
介
）T
. A
lexander A

leinikoff, Constitutional Law
 in the A

ge of Balancing, 96 Y
ale L.J. (1987)

」

 
『
ア
メ
リ
カ
法
』
１
９
８
９
│
１
号
（
一
九
八
九
年
）
四
〇
頁
│
四
四
頁

「（
論
文
紹
介
）Lea Brilm

ayer, Carolene, Conflicts, and the 
“Insider

│outsider

”, 134 U
.Pa. L. Rev. (1986)

」

 

『
ア
メ
リ
カ
法
』
１
９
８
９
│
１
号
（
一
九
八
九
年
）
四
四
頁
│
四
八
頁

「（
書
評
）
木
下
毅
著
『
ア
メ
リ
カ
私
法
』」 
『
ア
メ
リ
カ
学
会
会
報
』（
一
九
八
九
年
九
月
）
七
頁
│
八
頁

「（
書
評
）
戸
松
秀
典
著
『
司
法
審
査
制
』」 

『
法
学
教
室
』
一
一
〇
号
（
一
九
八
九
年
一
一
月
）
八
八
頁

「（
著
書
紹
介
）CA

SS R. SU
N
ST
EIN
, A
FT
ER T

H
E RIGH

T
S REV

O
LU
T
IO
N

│RECO
N
CEIV

IN
G T
H
E REGU

LA
T
O
RY
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ST
A
T
E (1990)

」 

『
ア
メ
リ
カ
法
』
１
９
９
２
│
１
号
（
一
九
九
二
年
）
四
八
頁
│
五
四
頁

「（
著
書
紹
介
）CA

SS R. SU
N
ST
EIN
, T
H
E PA

RT
IA
L CO

N
ST
IT
U
T
IO
N
 (1993)

」

 

『
ア
メ
リ
カ
法
』
１
９
９
４
│
２
号
（
一
九
九
五
年
）
二
九
四
頁
│
三
〇
〇
頁

「（
書
評
）
大
石
眞
＝
高
見
勝
利
＝
長
尾
龍
一
編
『
対
談
集　

憲
法
史
の
面
白
さ
』」

 

『
法
学
教
室
』
二
二
〇
号
（
一
九
九
九
年
一
月
）
六
四
頁

「（
書
評
）
松
井
茂
記
著
『
日
本
国
憲
法
』」 

『
法
学
教
室
』
二
三
五
号
（
二
〇
〇
〇
年
四
月
）
九
五
頁

「（
著
書
紹
介
）PET

ER H
. SCH

U
CK
, T
H
E LIM

IT
S O
F LA

W
 (2000)

」

 

『
ア
メ
リ
カ
法
』
２
０
０
２
│
２
号
（
二
〇
〇
二
年
）
三
三
一
頁
│
三
三
七
頁

【
随　

想
】

「
ア
メ
リ
カ
の
図
書
館
」 

『
三
色
旗
』
四
三
二
号
（
一
九
八
四
年
三
月
）
七
頁

「
研
究
余
滴　

議
員
定
数
訴
訟
と
裁
判
所
の
役
割
」 

『
三
田
評
論
』
八
五
三
号
（
一
九
八
四
年
一
二
月
）
二
九
頁

「
本
の
余
白
に　
『
現
代
型
訴
訟
の
日
米
比
較
』
を
め
ぐ
る
想
い
」 

『
三
色
旗
』
四
九
二
号
（
一
九
八
九
年
三
月
）
一
九
頁
│
二
二
頁

「
激
震
・
弱
震　

大
学
教
育
の
改
革
で
感
じ
る
こ
と
」 

『
三
色
旗
』
五
二
五
号
（
一
九
九
一
年
一
二
月
）
三
七
頁

「
政
治
の
季
節
」 

『
三
色
旗
』
五
四
〇
号
（
一
九
九
三
年
三
月
）
一
頁

「
激
震
・
弱
震　

携
帯
電
話
を
買
っ
て
」 

『
三
色
旗
』
六
一
六
号
（
一
九
九
九
年
七
月
）
六
五
頁

「
半
学
半
教　

ア
メ
リ
カ
憲
法
を
現
代
社
会
の
視
点
で
と
ら
え
る
」 

『
塾
』
二
二
五
号
（
二
〇
〇
〇
年
六
月
）
二
一
頁

「『
司
法
に
よ
る
憲
法
価
値
の
実
現
』
を
上
梓
し
て
」 
『
書
斎
の
窓
』
六
一
二
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）
一
六
頁
│
二
〇
頁

「『
市
民
生
活
の
自
由
と
安
全
』
研
究
会
の
紹
介
」 

『
警
察
学
論
集
』
六
八
巻
六
号
（
二
〇
一
五
年
六
月
）
六
六
頁
│
六
八
頁

「
最
近
の
ア
メ
リ
カ
の
治
安
と
安
全
」 

『
月
刊
Ｂ
Ａ
Ｎ
』
平
成
二
九
年
一
一
月
号
（
二
〇
一
七
年
一
〇
月
）
三
頁
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【
調
査
報
告
】

『
参
議
院
憲
法
調
査
委
員
会
研
究
報
告
』（
二
〇
〇
一
年
四
月
）
で
「
ア
メ
リ
カ
憲
法
」
の
部
分
を
担
当

『
参
議
院
憲
法
調
査
委
員
会
研
究
報
告
』（
二
〇
〇
二
年
四
月
）
で
「
憲
法
裁
判
」
の
部
分
を
担
当

【
競
争
的
資
金
等
の
研
究
課
題
】

「
ア
メ
リ
カ
移
民
法
制
の
包
括
的
解
析
」（
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
平
成
二
五
年
度
挑
戦
的
萌
芽
研
究　

二
〇
一
三
年
四
月
│
二
〇
一
六

年
三
月
）

「
ア
メ
リ
カ
の
フ
ー
ド
ポ
リ
シ
ー
に
お
け
る
法
と
政
治
の
包
括
的
解
析
」（
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
平
成
二
八
年
度
挑
戦
的
萌
芽
研
究

　

二
〇
一
六
年
四
月
│
二
〇
一
八
年
三
月
）


